
都市再生整備計画　フォローアップ報告書

鉾田地区

平成２５年４ 月
茨城県鉾田市

様式4



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

○

○0

目標値

0

10

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

624

15

1070

廃棄物回収車の待避
回数(平均)

回 4

1年以内の
達成見込み

○

0

見込み・確定
の別

5 ○

629

計測時期

H23年7月

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１
安全、快適な道路機
能

％ 70

事後評価

見込み・確定の
別

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

△

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

0

指標５

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

○

10 H23年7月 ○

東日本大震災によ
り利用者が減少し
た。

568

総合所見

舗装打ち換え工事を行なったことによ
り、路面の段差が解消され、地域住民
の安全性も確保された。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

道路整備をしたことにより、道幅が広が
り2車線となったためすれ違いの時の廃
棄物回収車の待避回数がなくなった。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

道路整備をしたことにより、道幅が広がり、道路の狭
あい部分が改善され、周辺住民の交通、子どもの通
学の安全が確保された。

健康増進施設の利用
者数(一日平均)

人／日 624

指標４ 狭あい道路率 ％

指標２

ｳｫｰｷﾝｸﾞｺｰｽを整備したことにより、利用者が増加し
たと思われる。また、ｳｫｰｷﾝｸﾞ大会等健康づくりに関
するｲﾍﾞﾝﾄが開催しやすくなった。

○0 H23年7月

■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

確定値が目標値と比べて低いのは、東
日本大震災による復旧に１年近くを要し
たためであるが、当初（目標値と評価値
比較）の目的は達成した。

15 H25年3月

H25年3月

その他の
数値指標１

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

17

1年以内の
達成見込み

○

H　　年　月

指標３
ｳｫｰｷﾝｸﾞｺｰｽ利用者
数

人／日 10

指　標 従前値
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

※フォローアップの必要のある指標について記入

計測時期
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

総合所見

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

その他の
数値指標３

その他の
数値指標２

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

H　　年　月



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

実施時期

交通量の増加に伴い、さらなる歩行者の安全性の向上及び継続
的な維持経費財源の確保

大型車等の交通量増加に伴い，路面の傷みが予想されることか
ら，継続的な整備・補修が必要となる。

具体的内容

健康増進施設への大型車のアクセス道路が増え
た。

今後の課題　その他特記事項

交通量の増加に伴い、歩行者の安全性の向上及び継続的な維持
経費財源の確保

交通量の増加に伴い、歩行者の安全性の向上及び継続的な維持
経費財源の確保

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

計画路線における未整備部分の道路整備を行う。

実施した結果

道路の拡幅等に伴い、交通量の増加及び歩行者の
安全の向上

整備地域周辺のインフラ整備

実施した具体的な内容

整備周辺の道路整備

整備地域周辺のインフラ整備及び歩道の整備

健康増進施設利用者の減少抑制

道路の拡幅等に伴う交通量の増加及び歩行者の
安全の向上

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策
・残された課題・新たな課題への
対応策
・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

安全性の確保と居住環境の向上

健康施策による健康増進施設利用者数の向上

廃棄物処理施設周辺住民の交通、子どもの通学の安
全の確保

健康増進施設へのｱｸｾｽ道路整備

事後評価シート　添付様式5－③から転記


